
 1

平成２２年度第２回 富合町合併特例区協議会会議録 

 

日 時   平成２２年５月１２日（水） 

会 場   富合総合支所 ３階会議室 

 

開会時間  午前 10 時 00 分 

終了時間  午前 11 時 30 分 

 

○ 出席委員（ 9 名 ） 

   会 長   田 中 榮 信 

   副会長   小 山 一 美 

   委 員   米 原 靖 雄 

 野 口 ミナ子 

 村 﨑 博 則 

 改 原 明 博 

  松 永    隆 

 内 藤 信 博 

 菊 池 博 志 

 

○ 欠席委員    （なし） 

 

○参考人 
     熊本市議会議員 くつき 信 哉 
 

 
 



 2

平成２２年度第２回 富合町合併特例区協議会次第 

 

日 時：平成２２年５月１２日（水）午前１０時００分～ 

場 所：富合総合支所 ３階大会議室 

 

１ 開 会 

 

 

２ 合併特例区長挨拶 

 

 

３ 議 事 

 

〔協 議〕 

協議第 １ 号 市営住宅「廻江団地」建替事業について 

 

 

〔報 告〕 

報告第 １ 号 釈迦堂１号線の安全対策について 

 

報告第 ２ 号 今後の行事予定について 

 

 

４ その他 

○次回合併特例区協議会 

・開催日時 平成２２年 ６ 月  日（  ）午前・午後  時  分 

 

 

５ 閉 会 
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司会 
  おはようございます。 
  定刻になりましたので、協議会の開会に先立ちまして、配布資料の確認をしたいと思いま 

す。一枚紙で「平成２２年度 第２回富合町合併特例区協議会次第」、それと「平成２２年度  
第２回富合町合併特例区協議会」の冊子（議事の協議「廻江団地の建替事業」に関する資料、 
議事の報告に関する資料）がございます。以上２点の資料を配布しております。資料の過不 
足等がございましたら事務局までお申し出下さい。よろしいでしょうか。 
 

（「はい」の声あり。） 
 

  また、わくわく都市熊本のバッジを配布しておりますので、イベント等がある時には活用 
され、ＰＲの方を宜しくお願い致します。 

 
  それでは、これから会議に入ります。会議の進行につきましては、合併特例区規約第１０ 

条第４項並びに、同会議運営規則第４条第１項の規定に基づき、会長である田中議長にお願 
いいたします。宜しくお願いします。 

 
田中 榮信 議長 
  皆さん、おはようございます。 
  今日は、協議会が終わりましてから、午後１時半から嘱託員会議、午後３時から植木町の 

合併特例区協議会から富合町に諦視に来られるという事になっておりますので、一つお願い 
をしたいと思います。 

  それでは、ここからは、私が議事進行を努めさせていただきます。宜しくお願いします。 
  それでは、ただ今から「平成２２年度 第２回 富合町合併特例区協議会 定例会」を開 

会いたします。 
  本日は、協議会規約第１０条第５項の規定に基づき、参考人として熊本市議会議員のくつ

き信哉先生にご出席をいただいております。くつき参考人には、忌憚のないご意見をいただ

きたいと思いますので、宜しくお願いいたします。 
  ここで、会議録署名委員を指名したいと思います。会議録署名委員の指名につきましては、 

協議会会議運営規則第７条第２項の規定により、指名をさせていただきます。本日は、「村崎 
委員」と「野口委員」にお願いしたいと思いますので、宜しくお願いいたします。 

  次に、「構成員の出席数について」でございますが、本日は構成員の皆さん全員に出席いた 
だいております。 

  なお、協議会規約第１０条第３項の定足数を満たしております事をご報告いたします。 
  それでは早速、お手元の次第に沿って会議を進めてまいりたいと思います。 

まず最初に、合併特例区長の村﨑区長にご挨拶をお願いいたします。 
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村﨑 秀 合併特例区長 
  おはようございます。時節柄、天気も良くなりまして、一年を通じまして一番過ごしやす 

い時期になってまいりました。皆様方もそれぞれ協議会委員の立場として、仕事が大変だと 
は思っておりますが、ご協力をお願いしたいと思っております。 

  ５月は、各種団体の総会や運動会などがございますので、委員の皆様方も出席を是非、宜 
しくお願いを申し上げたいと思っております。５月２３日が富合中学校の運動会、同じく３ 
０日が富合小学校の運動会となっております。 

  平成２２年度が始まって、一ヶ月が過ぎました。熊本市と合併して、はや一年八ヶ月にな 
ります。私達も色々な困難を乗り越えて熊本市と合併をいたしましたが、町の将来としては、 
合併して良かったと思っているところでございます。 

  新幹線車両基地も最終段階に入ってまいりました。富合新駅についても４月の半ばには認 
可が下りましたので、近いうちには着工され、来年の３月には開業できるように、今、話を 
進めておりますので、どうぞご期待をしていただきたいと思っているところでございます。 

  富合町も今一番、大きな転換期になってまいりました。合併から、新幹線の車両基地、駅、 
また田迎線の開通、そして今、一番の問題であります政令指定都市へ向けた区割りの問題が 
出ております。区役所の位置を富合総合支所とした５区案でまとめるという様な事で市執行 
部が議案を提出しておられますので、くつき議員の頑張りを期待しながら、今後、議会の皆 
さん方の判断を仰ぎたいと思っているところでございます。もし、区役所の位置が富合総合 
支所となれば、私達としては、大変嬉しく思うところでございます。 
 また、予算編成におきましては、富合町合併特例区に今年度は１億６千８００万位の予算 
がつきました。富合総合支所予算の方も、廻江団地の建替の事業、南北道路線の整備、そし 
て富合新駅関連の整備等に大きな予算がつきました。その他、富合小学校のプール補修、土 
地改良事業、老人憩いの家、河川及び上下水道整備等にも大変大きな予算が付きまして、総 
額で２３億５０００万円程度の予算が富合総合支所へ公式的に付いております。旧町時代、 
私たちが直接運営する頃は投資的な予算は殆どありませんでした。下水道事業に２億円程度 
お金を使って、他には道路の補修までは対応できませんでしたが、合併して２３億円程の予 
算が付き、大変私達も嬉しく思っておるところでございます。どうぞ、協議会委員の皆様方 
のご協力と総合支所の職員とが一緒になって、この予算を消化して町民の為に努力をしてい 
きたいと思っておりますので、宜しくご理解を賜りたいと思っています。 

  今日は、午後から植木町の協議会委員さんあたりもおいでになり、富合町の協議会委員の 
 皆さんと話し合いをしたいということでございます。今後は城南町、植木町、そして富合町 
 が一体的になっていろいろな事について熊本市に対応して行かなければならないと思ってお 
 りますので、どうぞ、協議会員の皆様方もそういう点を加味していただきまして、植木町の 

協議会委員さん方々にも色々やり方を教示して頂きたいと思います。 
  では、早速議事に入っていただきたいと思います。提出議案につきましては、どうかご承 
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認を頂きたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 
 
田中 榮信 議長 
  どうもありがとうございました。 
  それでは、これより「次第３ 議事」に入ります。 
  本日は、市営住宅「廻江団地」建替事業について議題としております。 
  それでは、協議第１号『市営住宅「廻江団地」建替えについて』につきまして、事務局か 

らの説明をお願いいたします。 
 
事務局    

市営住宅「廻江団地」建替事業について、都市建設局建築部住宅課から岡崎課長以下、参 
っておりますのでそちらの方から説明をいたします。 

 
  おはようございます。住宅課長の岡崎と申します。宜しくお願いします。 
  本日は、協議会の議題としまして、「廻江団地の建替計画」につきまして、説明機会を設け 

ていただきまして、誠に有難うございます。詳細につきましては、後ほど担当者より説明を 
申し上げますが、私の方から本市の市営住宅政策につきまして、簡単にご説明させていただ 
きたいと思います。 

  熊本市におきましては、平成１８年６月に熊本市第２次住宅マスタープランという計画を 
策定しております。それまでは、将来の人口・世帯数の増加の予測を元に、市営住宅の新規 
建設、或いは建替等を積極的に進めていたわけですけれども、昨今の少子高齢化或いは国か 
らの補助金の削減等による厳しい財政状況の中、計画の見直しと言うものに迫られまして作 
られたプランでございます。この中で、目標・基本方針としましては、建設重視から、スト 
ック重視・管理重視の政策への転換という事をうたっておりまして、具体的に申し上げます 
と、新規の市営住宅建設を行うのを中止し、老朽化した住宅につきましては用途廃止、或い 
は建替、それと改善を行っていくということで、最終的には総管理戸数の削減を目指してい 
くところでございます。一方、富合におかれましては、新市基本計画が作成されております 
が、その中で住宅困窮者への対応、あるいは老朽化した団地の建替がうたわれております。 
このようなことから、現在の計画、あるいは方針に基づきまして、今年度は廻江団地を含め 
まして５団地の建替事業に着手したところでございます。 

  現在、合併後の市内全域の市営住宅につきましては、団地数１４２、戸数１３，０００余 
を管理しております。建替のみならず、色々な修繕、あるいは入居者の管理、収納率の問題 
など様々な問題を抱えておりますが、今後本市としましては、これら諸問題に対し、計画或 
いは基本方針に基づきまして、適正な管理をしていきたいと思っております。協議会委員の 
皆様におかれましては、どうぞご理解とご協力をお願いしたいと思います。 

  それでは、早速、説明に入らせて頂きます。 
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  まず、職員の紹介をさせて頂きます。まず、担当係でございます計画係長の内尾でござい 
ます。それから、本日、説明を担当いたします計画係の田野でございます。 

  それでは、説明に移らさせて頂きます。 
 
  「廻江団地」の基本計画を担当しております田野と申します。よろしくお願いいたします。 

今回、「廻江団地」の建替事業の中で基本計画案が固まりましたので、ご説明させて頂きま 
す。今後はこの基本計画案を基に、実際建てるための実施設計などは進めてまいります。ま 
ず、「廻江団地」の位置についてなんですが、皆様、良くご存知だとは思いますが、熊本市側 
が北側で、この地図でいきますと、上が旧熊本市になります。「廻江団地」については、緑川 
から約７００メートル程離れた位置にございまして、３号線から東に入ったところにありま 
す。また、富合総合支所から約５００メートル程離れた北北東の位置にございます。 

  次に周辺環境をご説明させて頂きます。周辺環境は田園地帯で緑に囲まれております。北 
側につきましては、現在、新しい民間の住宅が建てられているところでございます。市営住 
宅については、このオレンジ色の屋根の部分と南側のこの二棟が、住棟部分となっておりま 
す。 

  現況の「廻江団地」の配置図をご説明させていただきます。先ほどオレンジ色の屋根がか 
かっていた部分が全部で九棟、この南側の二棟が二階建て、それ以外は平屋建てとなってお 
ります。南側に集会所がありまして、集会所についても建て替えという風に計画しておりま 
す。防火水槽につきましても、蓋を付けて今後も防火水槽を残しておく、という事になって 
おります。また、消防団用の倉庫が団地の南東側にございますが、こちらも建て替え後は現 
状のまま残しておく、と言う風に計画をしております。 
現況の作りについてですが、補強コンクリートブロック造となっておりまして、住居の戸 

数が３１戸、入居世帯数が２９世帯となっております。 
  次に、平成２１年度に現在「廻江団地」に入居されている２９世帯を対象としてアンケー 

ト調査を行い、２９世帯中２４世帯から回答がございました。回答率は８３パーセントとな 
っております。まず、「廻江団地」に入居されている世帯主の年齢について、アンケート調査 
を行った結果、他の市営住宅と同様に６０歳以上の高齢者の割合がとても多く、６割以上を 
占めています。次に、現在の家族構成がどのタイプですか、という質問に対しての回答とな 
ります。一人暮らしの世帯が３割位となっておりまして、高齢者が多く一人暮らしが多いと 
いった結果となっております。更に、入居者の方々の自動車の保有台数についてもアンケー 
トで聞き取り調査を行った結果、約６割程度が車をお持ちだという事になっております。続 
きまして、自転車、二輪車でバイク等も含めて何台お持ちですか、といった質問に対しては、 
大体８割以上の方が、自転車をお持ちだという結果になっております。また、「廻江団地」の 
建て替え完了後、何処に移転先を希望しますか、と言った質問に対してですが、約９割の２ 
１世帯が新しい「廻江団地」に戻って来たい、とおっしゃっております。２９世帯中２４世 
帯が回答されており、５世帯については回答が帰ってきておりませんので、その方々がどう 
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いったところをご希望するか、というのは今の時点では分かっておりません。「廻江団地」以 
外へ引越しをしたい、とおっしゃっている世帯も３世帯いらっしゃいました。最後に、建て 
替え後どのタイプの部屋を希望されますか、という質問に対してなんですが、現在「廻江団 
地」建て替え後の計画では、１DK、２DK、３DK、の３タイプの部屋を計画しております。 
１ＤＫは基本的には一人世帯、２ＤＫは二人世帯、３ＤＫは三人以上の世帯を対象に計画を 
しております。回答された２４世帯のうち、１ＤＫをご希望されている世帯が６世帯で２９ 
パーセント、２ＤＫをご希望されている世帯が７世帯で３３パーセント、３ＤＫをご希望さ 
れている世帯が８世帯で３８パーセントとなっております。 

  この回答結果を元に建て替え後の間取り別戸数を決定しております。配布資料の配置図の 
様なものをお渡ししておりますが、そちらの右下に計画している戸数を載せております。１ 
ＤＫが６戸、２ＤＫが１２戸、３ＤＫが１２戸の計３０戸で計画を進めております。未回答 
世帯の５世帯がお二人以上の世帯となりますので、１ＤＫの戸数については、回答されてい 
る６世帯と同じ戸数を計画をしております。 

  旧富合町との合併協議の際、旧富合町の建設課との協議も進めて参りました。そのなかで 
ご要望があった通り、「新・廻江団地」は３階建・鉄筋コンクリート造・３０戸・エレベー 
ター付きで計画をしております。 

  配布資料の配置計画案をご覧下さい。皆様のお手元にお配りしている資料と同じ物になり 
ます。先程申し上げましたが、今度の「新・廻江団地」の計画は、１ＤＫが６戸、２ＤＫが 
１２戸、３ＤＫが１２戸の計３０戸で計画をしております。中央にこの部分が住棟になりま 
す。中央にエレベーターを設けまして、両端に階段がある造りになっております。南側に集 
会所がございますが、今の集会所を建て替えて、また同じ南側の敷地に集会所を設ける予定 
となっております。また、現在の周辺道路は３メートルから４メートル程となっております 
が、その部分についても６メートルに拡幅し、同じように「廻江団地」に入る為には北側の 
市道から二箇所の橋を渡って団地の敷地内に入って来ないといけないのですが、この橋につ 
いても拡幅を予定しております。駐車場及び駐輪場の駐車台数については、資料の右下に載 
せておりますが、駐車台数は入居戸数と同じ３０台、駐輪台数は戸数の二倍の６０台を計画 
しております。但し、この配置計画案については、あくまで基本的な考え方を示した基本計 
画案となっておりますので、この通りに出来上がって来る訳ではございません。今後の実施 
設計の中で変更が生じてくる可能性もございますので、ご了承下さい。 

  次に、こちらも、お手元にお配りしている資料と同じものになりますが、イメージを掴ん 
でいただくためのパースとなっております。これが先程お渡しした配置計画案と多少違う計 
画の時のパースとなっておりますので、実際の建て替え後の「新・廻江団地」がこの通りに 
なる訳ではございません。あくまで、イメージを掴んでいただくものと思って下さい。 

  以上が「廻江団地」建替事業の基本計画についての説明となります。有り難うございまし 
た。 
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田中 榮信 議長 
  ただいま、事務局から説明がありました「協議第１号」につきまして、ご質問、ご意見等 

ありませんか。 
 
米原 靖雄 委員     

すみません。ただいまご説明いただきました本年度が基本計画で、来年度が実施設計です 
かね。大体、完成はいつ頃になりますか。農業あたりの関係も踏まえて、ご説明をお願いし 
ます。 

 
事務局 
  スケジュールについて簡単にご説明致します。基本計画につきましては、平成２１年度に 

行っております、基本計画を基にしました実施設計については、今年度行う予定にしており 
ます。今年度、実施設計まで終わらせまして、来年度の秋口くらいに今「廻江団地」に住ん 
でいらっしゃる方に、一旦、別の所に仮の移転をしていただきまして、それ以降今の既存の 
団地を解体して参りたいと思っております。その後、平成２４年度に建物本体に着工したい 
と基本的に考えております。最終的には、今住んでらっしゃる方が再入居で戻っていらっし 
ゃるのが、平成２５年度の比較的早い時期になるのでは、と考えております。但し、今回の 
ケースは、まず水路橋の架け替えですとか、農繁期あたりは水路を活用されることが想定さ 
れますので、そういった事を今後実施設計の中で詳細な工程についても検討をしながら、ス 
ケジュールを考えていきたいと考えております。今、申し上げましたスケジュールに関しま 
しては、あくまで現在の想定というところで、実施設計の中で若干伸びたり早まったりする 
ことも視野に入れ、色々な条件をクリアしながら検討してまいりたいと考えております。 

 
米原 靖雄 委員     

分かりました。それから、今入居されていらっしゃる方々の仮の移転先の取り扱いについ 
てはどうなりますか。 

 
事務局    

仮の移転に関しましては、通常、私どもが建替えをやっております中では、基本的には入 
居されている方に民間のアパート等を探していただき、そちらの方に移転をしていただくと 
いうこととなっております。また、なかなか移転先をご自分で探すのは難しいという方につ 
きましては、相談していただきまして、現在私どもが管理しております市営住宅の中で空い 
ている部屋について、その中でできるだけ入居されている方の希望に合う場所を紹介いたし 
まして、そちらの方に仮移転をして頂くという場合もあります。尚、蛇足ながら申し上げま 
すと、仮移転をされた場合にどうしても民間のアパート等に移っていただくと、家賃が若干 
民間の方がやはりお高くなっております。そういった時に、入居者の方の負担が増えません 
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ように、私どもの方で家賃の差額につきましては上限付きでありますが補償基準を設けてお 
ります。具体的には今、お支払いの家賃プラス４万７千円までを上限といたしまして、家賃 
の差額を補償いたします。また、市営住宅へ仮移転をされた場合には当該市営住宅の本来の 
家賃、例えば、本来の家賃が３万円でしたらその半額の１万５千円をご負担していただくと 
いう風に仮移転中のご負担につきましては、出来るだけ過大にならない様にという事で考え 
ております。更に仮移転の際、引越し費用が生じますので、その費用についても上限付きで 
世帯の人数に応じて若干前後しますが、一世帯につき概ね片道２０万円程度の補償をいたし 
ております。以上でございます。 

 
米原 靖雄 委員  
  分かりました。入居者の便宜を計って、出来るだけ早期の完成をお願いしたいと思います。 

どうも、有り難うございました。 
 
野口 ミナ子 委員 

私もあの辺に住んでおりますので、色々と話を聞くんですけれども、仮の移転先というこ 
とについては、やはり少し不安があるようで、「廻江団地」から近いといったら、どの辺りが 
検討されるのでしょうか。 

 
事務局 

富合地域周辺の民間のアパートにつきましては、私どももあまり良く存じていませんので、 
何とも言えないのですが、基本的に民間のアパート等をご希望の場合には、入居者ご本人さ 
んが探して頂き、希望されるところに入って頂くということでございます。また、市営住宅 
を希望される場合には、やはりどこを用意するということではございませんので、熊本市内 
にある百数十団地中で、仮移転希望者から例えば南部地区が良い、中央に近い方が良いとか、 
或いは東部の方が良いという風な希望をある程度お聞きしまして、その中で空いている部屋 
がある団地があればそちらの方を紹介しまして、ご本人さんが了解されましたら、そちらの 
方に移転していただくという方法を採用しています。 

 
野口 ミナ子 委員 
  分かりました。 
 
田中 榮信 議長 

 他に何かございませんか。 
 

菊池 博志 委員 
 菊池でございます。私は、「廻江団地」のすぐ隣に住んでおりまして、その建替えについて 



 10

は、旧町議員時代から要望してきた経緯がございまして、今回できるということで大変嬉し 
く思っているところでございます。質問ですが、配置図計画案にも載っています６ｍ幅の外 
周道路、消防用ポンプ倉庫及び防火水槽の蓋をどのような形にされるのかというのを少 
しお伺いしたいんですが・・・。 

 
事務局 

 先ずは外周道路の件につきましてご説明いたします。境界につきましては一部不確定 
になってる部分もございます。これは私ども市側と民地である住民側の主張が若干食い違っ 
ておりますので、これに関しましては私どもの言い分を無理強いをするという風なことは考 
えておりません。基本的には将来どちらに決まってもいいように、６ｍ道路を確保したいと 
いう風に考えております。消防団の倉庫につきましては、元々団地の中に建設されていると 
いう事でありますが、これに関しましては現在、消防局が所管をしております。消防局さん 
と話をしましても、今すぐに建替えをするなどの計画は無いようでございます。そういうこ 
ともございますので、私どもとしては消防団の倉庫建替えが将来出来るような敷地を確保し 
たうえで、道路を少し斜めに持ってきまして付け替えを考えております。消防団の倉庫につ 
いて今後どうするのかということについては、私どもの方でお話できる権限はございません 
ので、ご理解いただきたいと考えております。防火水槽につきましては、法的に必要という 
訳ではないということを消防局から聞いておりますので、これを先ず撤去するという選択肢 
がひとつ、もうひとつは作り変えてしまうという選択肢がひとつ、もうひとつが先程言いま 
した蓋をかけるという選択肢だったのですが、現在こちらのほうの水道の水圧があまり高く 
ないというお話を聞いております。そういう事もございまして、この防火水槽を撤去してし 
まうと、今度は消火栓だけでは充分な水圧が現状では確保出来ていないということですから、 
先ずは撤去するという選択肢は外しております。続きまして、水道に関しては将来的には敷 
設換えの計画があるというように聞いてございますので、防火水槽の建替えにあまり過大な 
コストをかけるのも将来的にどうかということもあり、フェンスで囲まれた今ある防火水槽 
を有効活用するため、詳細については実施設計をこれからやりますので、はっきりしたこと 
は申し上げられないのですが、旧熊本市内でも防火水槽に蓋を蓋掛けを以前やってるところ 
もございます。防火水槽にコンクリートで蓋をし、取水口にはマンホール蓋を設置するとい 
う事で対応しておりますので、その辺につきましては消防局とも協議をしながら進めてまい 
りたいと考えております。よろしゅうございますでしょうか。 

 
菊池 博志 委員 

はい、有り難うございました。ただですね、フェンスを残したまま蓋をするということな 
んですか。それともフェンスを外して蓋をするということなんですか。 
 

事務局 
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  そちらの方はまだ確定していませんが、蓋をしてしまえばフェンスは不要になるのかなと 
考えております。 

 
菊池 博志 委員 

 ただ、この水がとてもではないですけれども綺麗な水ということではなく、年に一回、抜 
き替えて中を掃除して、これまでやってきた訳なんですよ。ただそれをしてしまうと、もの 
すごく汚い水があって、防火水槽としての機能を果たす事が出来るのかという疑問がありま 
す。例えば泥とかが出来たときに、実際汲み上げた時に出ない恐れもある。そういう中で、 
残さなくていいのであれば、もう残さないほうがいいのかなと思うんですよね。水圧の件に 
関しましても、今まで私たちが消防団も含めて活動した中では、水圧が低いというレベルで 
はないと私は思っておりますので、その辺も含めてもう一度確認をされて、実際必要でない 
ならもう撤去して頂きたいな、と思います。 

 
事務局 

 分かりました。防火水槽に関しましては、再度、水道の水圧に関しては水道局、防火水槽 
そのものについては消防局との兼ね合いがございますので、確認をした上で、また考えてい 
きたいと思います。ただ、場合によっては、将来的に撤去という事も視野には入れておりま 
すが、水道の敷設換えがあれば当然このまま残しておくとか、そういうことも選択肢として 
は考えておきたいと思いますので、その点はご理解をお願いいたします。 

 
菊池 博志 委員 

ありがとうございました。 
 
松永 隆 委員   

少しよろしいですか。建替えに関しては全部お任せしますので、実施設計の段階でモデル 
的な美観など検討をされ、良い建物が出来上がることを期待しております。ただ、一つお願 
いしたいのは、担当範囲かどうか分からないのですが、建替えてから旧住居人である富合の 
方々が優先的に「廻江団地」に入居できるのか、若しくは私たちが旧町議員のときには、母 
子家庭世帯からの旧町営住宅への抽選申込み件数が低額家賃ということもあり、結構多かっ 
たのですが、そういった生活弱者への行政的配慮による取扱いと３ＤＫ・２ＤＫ・１ＤＫの 
家賃について教えて頂きたいと思います。 

 
事務局 

 優先の話でございますけれども、地域での優先というのは今のところございません。例え 
ば、高齢者世帯、障害者世帯及び母子家庭などの場合は優先と言いますか、抽選の際に抽選 
券一枚を余分に差し上げるというように優遇措置は行っております。 
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松永 隆 委員   

優遇？ 
 
事務局   

はい、優遇措置であります。ですから、今おっしゃった地域でのこの団地への優先という 
のは今のところございません。 
 次に、家賃についてお答えします。先ず、ここは建替えなものですから、基本的に今住ん 
でいらっしゃる方が戻ってくるというのが最優先でございます。ですから基本的に今住んで 
いらっしゃる方が戻られたうえで、空いたお部屋がありましたら、そちらは抽選をかけると 
いうようなやり方でございます。家賃につきましては、実際には詳細な建設技術なども含め 
て検討しないと正確な金額というのは得られないのですが、最近の事例で申し上げますと、 
一番収入が低い階層の世帯で３ＤＫで概ね３万２千円程度、２ＤＫで２万４千円程度、１Ｄ 
Ｋで１万８千円程度でございます。収入に応じて当然家賃は同じ部屋でも上がってまいりま 
す。但し、今の｢廻江団地｣は、恐らく家賃が非常にお安くなっているのかと思われますので、 
これを建替えが終わったあとに戻って来られて、いきなり、例えば今何千円かの家賃のとこ 
ろが３万円になりますよ、と言いましてもなかなか厳しいということもあるかと思います。 
その為、建替えの際には、元の家賃が今の家賃から本来の家賃に５年間を掛けて段階的に上 
がっていくという措置を取っております。 

 
松永 隆 委員 
  分かりました。 
 
野口 ミナ子 委員   

現在の入居者に対しての説明というのは、いつ頃あるのですか。 
 
事務局 

 入居者に対しましては、実は昨年度、建替え事業の確定を前提とした基本計画を策定する 
段階で、一旦アンケートをとっております。それである程度、入居者の皆さんにお話ができ 
るような材料が揃いましたので、今後、いつ頃入居者説明会を実施しようかということを色々 
考えていたのですが、先ずはその前に合併特例区協議会の中で、一度委員の皆様に説明した 
後が良いのではないかと思いました。入居者に対しては、６月市議会が６月１４日まであり 
ますので、その直後くらいには説明会を実施したいと今のところは考えております。 

 
野口 ミナ子 委員   

入居者説明会のスケジュールについては教えて頂くと、一緒に聞きたいと思いますので、 
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よろしくお願いします。 
 
事務局 

 その際は、富合総合支所さんを通してご案内するような格好でよろしゅうございますか。 
 
野口 ミナ子 委員   

はい。 
 
内藤 信博 委員   

すみません。「廻江団地」の駐車場の件なんですけれども、旧富合町の時は駐車場料金と言 
うのは発生しておらず、合併後も現状は引き続き駐車場は無料扱いになっていると思われま 
すが、今回この建替えが終わった後には、駐車場は無料となるのですか、それとも有料とな 
るのですか。 

 
事務局   

市営住宅の駐車場に関しましては、一区画が２千円です。以前は、基本的に１世帯に一区 
画で１台というのが基本でございましたが、３年ほど前から駐車場に空き区画が当該市営住 
宅団地の全駐車台数に占める割合が１割以上ある場合につきましては、２台目の区画の貸し 
出しをするという取り扱いに変わっております。その場合も、２台目の区画につきましても 
追加で２千円ということであります。 

 
内藤 信博 委員   

恐らくですね、入居者から今まで駐車料金を取っていなかったと思われるので、この件と 
家賃の件も併せて入居者から理解を得るのが困難なのではないかという印象を受けます。駐 
車場に関しても家賃と同様に５年間で段階的に上げていくということはできませんか。 

 
事務局   

駐車場につきましては、傾斜で段階的にという制度がございませんので、当初から当たり 
前の金額を頂くということでございます。 

 
内藤 信博 委員   

ただ、これまで駐車場料金が発生していなかったので、入居者の中には形式的にご理解さ 
れる方はいらっしゃるのでしょうが、先程説明の中で高齢者の方が６割ほどいらっしゃると 
いうことで、その中には車をお持ちの方もいらっしゃると思います。出来たら、色々な意見 
を聞いて頂いて、駐車場の方は段階的に傾斜による値上げの検討などご配慮いただきますよ 
うお願いしたいと思います。それからもう一件質問ですが、駐車場のスペースが満車になっ 
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た場合、例えば一世帯に３台あって他に駐車できるスペースがなく、市営団地駐車場以外の 
別のスペースに止めた時にはその近隣から苦情が発生するケースも考えられると思うのです 
が、そういった場合の対処の仕方はどう考えますか。 

 
事務局 

 先ず、先程の駐車場の代金についてなんですが、例えば家賃につきましては、これは法律 
の規定がございますので、その規定に沿って実施おりますが、駐車場代金につきましては、 
段階的にというような規定が恐らくなかったと思います。その辺のところは、私ども住宅課 
の中でも少し役割分担がございまして、私が実は管理の方を担当しているわけではないもの 
ですから、明確なお答えが出来ないのですが、恐らく減免に関する規定がなかったのではな 
いかなと思います。駐車場の減免について同じ様な話というのは、熊本市内の百数十団地、 
どこからでも出ております。そこで、「廻江団地」だけ特別な事を認めるのも他所の団地への 
影響が大きいということで、ちょっと難しいのかな、というような気がしております。また、 
駐車場の台数が全部埋まってしまった場合ですが、先程一世帯で３台というようなお話があ 
ったんですけれども、基本的に現在駐車場の区画として貸し出しているのは、最大でも１世 
帯で２台まででございます。それを超える台数につきましては、入居者個人の責任で何処か 
に駐車場を確保していただくということでお願いをしております。但し、２台までと言いま 
しても、基本的には１世帯に１台、要するに今回「廻江団地」は３０戸で３０区画用意する 
ということにしておりますので、全員が２台駐車できるということは、その前提として空き 
区画があるということが条件となります。その辺につきましては、基本的に市営住宅につき 
ましては、収入が少なく住宅に困窮されている方々を対象に運営している住宅でございます 
ので、ある程度入居者にはご理解頂きたいと思います。 

 
内藤 信博 委員   

有り難うございました。それから最後にもう１件質問をよろしいでしょうか。熊本市の市 
営住宅の仕組みが、まだよく把握できていないんですけれども、今「廻江団地」には管理人 
さんがいらっしゃると思います。新しく今回建替えられた場合も、入居者の中から管理人さ 
んを選んで置かれるのでしょうか。 

 
事務局 

 すみません、私どもは管理をしている立場じゃないものですから、また明確なお答えにな 
るかどうかわからないのですが、通常建替えをした場合におきましても、団地毎或いは棟毎 
ということもあるのですが、入居者の中から皆さんの互選で管理人さんを選んで頂いて、選 
ばれた管理人に管理は委嘱するということでしております。実際、旧熊本市でお願いしてい 
る市営住宅の管理人さんの役割と旧富合町営住宅の管理人さんの役割というのが「イコール」 
かどうかというのは、ちょっと分かりませんが、選任方法としてはそういうことでございま 
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す。団地によりましては、１年交代で管理人さんをまわしていくというところもござますの 
で、その決め方については、基本的には団地の自治・自主性にお任せをしているということ 
でございます。 

 
内藤 信博 委員   

はい、有り難うござました。なぜ、今質問したかというと、建替え後の団地自治について 
は、やはりある程度のルールというのを入居者の方々で独自で決めていかなければならない 
ところが多々あると思いますので、それを確認いたしました。以上です。 

 
改原 明博 委員   

すみません、私からお尋ねいたします。入居する場合の熊本市営住宅については保証人が 
大体何名ぐらいいるかということと、家賃を滞納した場合に何ヶ月分でその警告といいます 
か、退去命令により一応出ていってもらうのか、或いは保証人さんが家賃滞納分の支払いを 
代行してもらう場合など、そのような熊本市の事例があれば教えてください。 

 
事務局 

先ず、入居される際の手続きでございますけれども、保証人１名の保証によりまして、書 
類を提出していただくことになります。滞納の手続きにしましては、先ず納期限から１ヵ月 
を過ぎますと、督促状を発送いたします。２ヶ月経ちますと、催告状を発送ということで、 
確か２ヶ月か３ヶ月後には本人及び保証人にも催告をするということだったと記憶しており 
ます。その後、お支払いいただければそれで済むわけですけれども、それが続きますと、今 
度は法的な手続きに移っていくわけですが、その中で簡易裁判所におきまして和解というも 
のと、それにも応じられない方については提訴という形で最終的には明け渡しによる強制執 
行という形になります。以上です。 

 
改原 明博 委員   

只今の説明で、入居の際には保証人が一人必要であり、入居者が家賃を滞納した場合には、 
保証人がその負債を負担する可能性があるという事が分かりました。また、入居者がどう 
しても裁判沙汰までなっても和解できない場合には、提訴という形で明け渡しにより出てい 
ってもらうということで、最終的にはやはりそういった方向に進んでいくわけですね。 

 
事務局 

 基本的には保証人というのは、そういう役割を担うということでございますが、私が確認 
したところ、これまで実際保証人に支払いを求めたということは先ず事例がないと聞いてお 
ります。ほとんどが強制執行になりますと、全額納付という方が多いようでございますので、 
最終的に保証人に及ぶという事例は少なからずあったかもしれませんが、私自身は今のとこ 
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ろ確認しておりません。 
 
改原 明博 委員   

分かりました。有り難うございました。 
 
田中 榮信 議長 

 他にございませんか。 
 
菊池 博志 委員 

 すみません、集会所の西側について、ここは空き地になっておりますけれども、ここはこ 
のままということで考えてよろしいですか。 

 
事務局 

 私どもは建替えの際に、新たな敷地を取得するということはございません。基本的に今あ 
る敷地の中で、出来る範囲での計画をするということを基本としております。ここの土地に 
つきましても私どもで、例えば買収をするとか、そういった計画はございません。 

 
菊池 博志 委員 

 有り難うございます。そういうことであれは、例えばここにフェンスを建てるなど、そう 
いう状況というのは出来るのですか。少し聞いておきたいのですけれども。事実、ここは少 
し段差があって危なく、子供たちが怪我をしたり、勝手に車を止めて苦情の原因になったり 
する現状でありますので、フェンスを建てるなどの計画はございますか。 

 
事務局 

 実はこちらの外周につきましては、熊本市道でございます。ですから、私どもで勝手に道 
路の上に構造物を作るわけにはいきません。この件につきましては、富合総合支所の建設課 
さんが道路管理者ですので、建設課さんと協議をしながら、進めてまいりたいと思います。 
私自身が土木に疎いため申し訳ございませんが、いずれにしましても、道路上に設置できる 
ものというのが、恐らく道路構造令ですとかそういった法令がございますので、道路上に設 
置出来るもの出来ないもの、色々基準があろうかと思います。そういうこともありますので、 
外周道路の工事自体は私どもで実施しようとは思っているのですが、工事実施の事前承認を 
道路管理者からいただいてやりますので、現段階ではどのようにするというお答えは、すみ 
ませんが出来ない状況でございます。 

 
菊池 博志 委員 

 はい、分かりました。すみません、最後にもう一点だけ質問をさせて下さい。「配置図計画 
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案」において、広場スペースの部分に「児童遊園」と書いてありますけれども、これは遊具 
等を置かれるのですか。ここは、以前は遊具があったのですが、全部撤去され、現在は駐車 
スペースのような形で使われています。遊具の必要性如何については私も判断に困りますけ 
れども、ここは遊具を設置されるのか、また芝生にもされるのかをお尋ねしたいと思います。 

 
事務局 

 「児童遊園」というように書いてございますが、私どもも、もうかれこれ十数年ぐらい前 
から、団地に遊具を設置することは実施しておりません。過去に色々と危険な事が多かった 
ものですから、こちらに遊具を設置する計画はございません。ですから、どちらかと言えば 
子供が遊べる広場というような捉え方で考えて頂ければと思います。また、芝生を張るか張 
らないか、ということにつきましては、こちらの市営住宅建設が国からの補助金事業であり、 
どうしても予算の上限という縛りもございますので、その点を考慮しながら、これから実施 
設計の中で決めていくことになるのではないかと思います。 

 
菊池 博志 委員 

はい、有り難うございました。 
 
田中 榮信 議長 

 他にご質疑がなければ、提案のとおり実施ということでよろしいでしょうか。 
 

（「異議なし」の声あり。） 
 

 それでは協議第１号につきましては、原案のとおり承認いたしました。 
 
これより「報告事項」に入ります。 
報告第１号「釈迦堂１号線の安全対策について」ついて、事務局からの説明を求めます。 

 
事務局   

釈迦堂１号線の安全対策について、新幹線推進班 坂田班長より説明いたします。 
 

 建設課の坂田でございます。お配りの資料の５ページをお開きください。そこに釈迦堂１ 
号線の路線を図示しております。緑川の河川管理道路を市道として管理しているところでご 
ざいますが、最近事故が多いという事で、土地は国土交通省の所管になっております。また 
平成２１年度に鳥場・大町・上杉・釈迦堂の区長様から、道幅を広くしてもらえないだろう 
かという要望を受けていたところでございます。この拡幅については、緑川の河川国道事務 
所と協議いたしましたが、拡幅することは河川管理道路として困難だというような回答を頂 
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いております。その次の資料として６ページ及び７ページがございますが、こちらは車が落 
下したときの現場の写真を頂いて添付しております。河川管理道路からかなり離れたところ 
へ落下しておりますので、かなりのスピードで突入されたものだと思われます。現在、緑川 
河川国道事務所と南署と協議をしているところでございます。緑川河川国道事務所としては 
離合場所ができれば、ということで検討されているところでございます。５ページの図面を 
見ていただきますと分かる通り、事故の発生場所がかなり集中しておりますので、建設課と 
いたしましては、この危険箇所についてはガードレールを設置し、ドライバーの視野に訴え 
て速度を規制できればという形で考えて今協議を行っているところです。何分

なにぶん

にも、ここが 
河川管理道路の堤防敷ということで、ガードレールの設置等についての構造なども問題にな 
っております。その辺については、国土交通省の許可がないと施工ができないという状況に 
ありますので、今その協議を行っているということの事前報告でございます。以上です。 

 
田中 榮信 議長 

 只今、事務局から説明がありました「報告第１号」につきまして、ご質問等はありません 
か。 

 
菊池 博志 委員 

 確かに転落事故が多いと思いますが、例えば、ここはかなり大きいトラック等が通るでは 
ありませんか。それを規制するというのは出来ないのですか。 

 
事務局 

 南署等と協議しましたところ、市道ということで、交通規制についての大型車両について 
は、高さ規制はありますが、大型車両を規制するということになると、河川管理道路で市道 
を外せばそれが出来るということでございました。つまり、道路という形態でありますので、 
そこで大型車の通行禁止による規制は取ることができないということであります。そこで、 
視覚的に訴える手段として、この先車線幅が縮小します、というような安全看板等の設置 
も考えながら整備していきたいと考えております。 

 
野口 ミナ子 委員 

 この資料の６ページ及び７ページの写真に載ってない他の所も転落事故ですか。 
 
事務局 

そうです。 
 
野口 ミナ子 委員 
  平成２１年度よりもそれ以前の転落事故についてはどうだったのですか。 
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事務局 

私たちが把握をしているのは、配布資料に掲載をしている平成２２年３月下旬の事故状況 
写真の分からです。実際、これまで事故当事者たちが自分たちでレッカー移動の手配を電話 
でされ、自分たちで引き上げた分については、私たちも把握しておりませんし、南署でも分 
からないという話です。 

 
野口 ミナ子 委員 

 以前からあったと考えられますか。 
 
事務局 

 区長さんたちの話によると、平成 21 年度にはガードレールがないところで、車が大体２ 
台ずつ程度落ちているという話を聞いておりますので、以前から落下事故があったのではな 
いかと推察されます。現場は、道路幅の一部が少し広くなっていて大型車も通るという事で、 
道路の路肩が 10cm から 15ｃｍ程度、一段下がっております。路肩には草が生えており、下 
がっている状況が分かりづらくもありますので、そこに一旦踏み入れた場合には、そのまま 
河川側に落ちてしまうという状況です。 

 
野口 ミナ子 委員 

はい、分かりました。 
 
田中 榮信 議長 

 他にご質問はありませんか。 
 
内藤 信博 委員 

 以前から、落下事故が発生しているというのは、私も耳にはしたことはあります。やはり 
その対策というのは、いずれにしろ、ドライバーのモラルといいますか、マナーの問題もあ 
ると思うのですが、車同士がすれ違いの際にスピードを落とさないドライバーも結構見受け 
られます。何らかの対策を取らないと、現状はかなり危ないということは、私も重々認識は 
しております。この釈迦堂 1 号線は、緑川下流区域の走潟方面から国道３号線までを工事区 
間として、ちょっと定かじゃないのですが、以前舗装工事とケーブル埋設工事がありました 
よね。工事時期についてはどちらの工事が前後か覚えておりませんが、舗装工事をされてか 
らケーブルを埋められたのでしょうか。 

 
事務局 

その辺は良く分からないですね。 
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内藤 信博 委員 
 そうですか。今お話をしましたとおり、釈迦堂 1 号線の緑川下流区域の走潟方面から国道 
３号線までを工事区間として、以前舗装工事とケーブル埋設工事がありました。それによっ 
て、その区間の道幅が約２～３０センチ程度若干広くなり、私も毎日そこを通っているので 
すが、車同士の離合が大分し易くなったという点がひとつありましたので、今問題となって 
いる道路区間も同様に出来ればケーブルを埋めて道幅を若干広くするということはできない 
のでしょうか。 

 
事務局 

緑川下流域の方は、道路とは違う一段下のところにケーブルを埋設されている現状でござ 
いますので、直接道路上に埋設している部分というのはあまり有りません。また、緑川河川 
国道事務所にも、今回の問題となっている河川区間の道路幅を広げてもらえないだろうか、 
という話で最初持ち上げたのですが、それは難しいとのご回答でした。そのため南署と協議 
をした時には、先程、内藤委員さんからもありました通り、基本的にはドライバーのモラル 
の問題なので、視野に訴える事が一番安全なのではないのかという話になったところでござ 
います。 

 
内藤 信博 委員 

 緑川下流域の方は、多分、先程私の勘違いだったと思いますが、道路が拡幅されて舗装さ 
れたのではなく、確か路面の凹凸が少し激しかったので、舗装をされたと思います。その後、 
確かケーブルが埋設されたと思うのですが。そういった理由で、恐らく今問題となっている 
道路区間も凹凸のあるところが結構見受けられますので、そこを全部舗装工事という形では 
出来ないのですかね。そうすれば、今の現状より少しは良くなる可能性があるのではないか 
と思うのですが。 

 
事務局 

 その件についてお答えさせていただきます。限られた予算でございますので、他にも優先 
的に整備をしなければいけない部分がございます。先ずは、そちらから先に整備をするとい 
うことで、とりあえずここの道路については、他の道路の部分に比べると、そんなに歪んで 
いるようには見えませんので、当面は補修的対応で行いたいと思います。将来的には全面的 
に舗装のやり直しをしたいと考えております。ここは市道であり、道路の維持管理について 
は、富合総合支所建設課で予算計上から工事施行まで全てしなければなりませんので、その 
辺についてはご理解とご協力のほどをよろしくお願いしたいと思います。 

 
内藤 信博 委員 
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 はい、分かりました。今ご説明をされました意味も理解できますが、あくまでも市道とい 
うことで、ここが今後、事故が多発して死亡事故が多々起きるということになれば、どうな 
のかという不安もあります。また、区長さん方々からもかなり要望書あがってきております 
ので、そういう点も考慮していただき、地元の方も安心して道路利用が出来るように、なる 
べく早急に対処して頂きたいと思います。終わります。 

 
田中 榮信 議長 

 他にご質問等はありませんか。他にご質疑が無ければ、今、内藤委員からも要望がありま 
したように、市道という意味で南署と緑川河川国道事務所とも充分話し合いの上で、出来る 
だけ安全な道路整備の確保をお願いしたいと思います。では、次へ進みます。続きまして、 
報告第２号「今後の行事予定について」につきまして、事務局からの説明を求めます。 

 
事務局   

今後の行事予定について、ご説明いたします。５月の行事予定として、本日は１３時半か 
ら嘱託員会議、１５時から植木町合併特例区意見交換がございますので、委員の皆様のご出 
席を宜しくお願いいたします。また、２０時からは富合町体育協会役員総会を行います。次 
に１３日は戦没者追悼式がございます。１５日には市議会第１回臨時会が、１６日には熊本 
市総合防災訓練及び富合校区防犯協会総会がそれぞれ行われます。１９日は富合町文化協会 
総会がございます。２１日、定例農業委員会、２３日、富合中学校体育大会、３０日、富合 
小学校春季運動会がそれぞれございます。また、３１日からは市議会が開催されます。次に 
６月の行事予定としては、９日にふるさと総合検診、特設人権相談と嘱託員会議がございま 
す。あとは、参考ですけれども、７月３１日に「ふるさと祭」があり、場所は緑川河川敷で 
ございます。尚、この協議会が終わったあと、申し訳ございませんが副会長さんには残って 
頂きまして、今日の打ち合わせを行いたいと思いますのでよろしくお願いいたします。以上 
です。 

 
田中 榮信 議長 

 ただいま事務局から説明がありました「報告第 2 号」につきまして、ご質問等はありませ 
んか。 
他にご質疑がなければ、次へ進みます。 
尚、先程事務局から説明がありましたように、今日１５時から植木町合併特例区から研修 

に来られますので、協議会終了後、各委員さんはご出席していただきますよう宜しくお願い 
いたします。それでは次に「次第４ その他」に入ります。まず最初に、次回協議会の開催 
日時について、確認をしたいと思います。協議会は、「原則第二水曜日」に開催することで確 
認されておりますが、次回の６月９日は市議会の会期中になりますので、次週１６日という 
ことで皆さんよろしいでしょうか。 



菊池　博志　委員

嘱託員会議とはまた別の日ですよね。

田中　発信　議長

嘱託員会議は、先程事務局より説明がありましたように、9日の13時半からあります。

それでは、異論がなければ、次回協議会は6月16日・水曜日と決定し、開会時間は午前1

0時からということでお願いしたいと思います。

それでは最後になりますが、「その他」として、皆さんから何かございませんでしょうか。

特に何もなければ、これで議事を終了したいと思います。

これで本日のすべての議事が終了いたしました。皆様には長時間にわたり、円滑な議事進

行に御協力いただき、有り難うございました。

これをもちまして、「平成22年度第2回富合町合併特例区協議会　定例会」を閉会いたし

ます。

以上のとおり会議の次第を記録し、これを証するため署名する。

平成まま年ら月　沌日

署名委員　新　病「渚㍉姐

署名委員弊甘いj
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